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第７回

舞
まい

　鶴
づる

　橋
ばし

（丸の内一丁目）

　

今
回
は
、
松
が
岬
公
園
の
正
面
入
口
に
あ

た
る
舞
鶴
橋
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。
単
独
の

ア
ー
チ
橋
で
す
が
、
市
民
か
ら
は
「
め
が
ね

橋
」
と
も
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

明
治　

年
竣
工
の
ア
ー
チ
式
石
橋

　

舞
鶴
橋
と
い
う
名
称
は
、
米
沢
城
の
別

称
「
舞
鶴
城
」
に
由
来
し
ま
す
。
米
沢
城
は
、

松
岬
城
と
舞
鶴
城
と
い
う
二
つ
の
別
称
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
舞
鶴
城
と
呼
ば
れ
た
の

は
、
米
沢
城
下
を
上
か
ら
眺
め
る
と
鶴
の
よ

う
な
形
を
し
て
い
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

舞
鶴
橋
が
完
成
し
た
の
は
１
２
９
年
前
の

明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
の
こ
と
。
９
月
14

日
の
「
出
羽
新
聞
」
に
は
、「
松
岬
公
園
内
県

社
上
杉
神
社
前
元
大
橋
跡
の
石
橋
は
既
に
落

成
し
た
れ
ば
来
る
十
二
日
を
卜ぼ

く

し
て
落
成
式

を
挙
行
す
る
積つ

も

り
」
と
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
石
橋
を
造
っ
た
石
工

の
名
は
不
明
で
す
。
明
治
初
期
の
万
世

大
路
の
工
事
で
は
、
薩
摩
出
身
の
土
木

技
師
・
奥お
く

野の

忠ち
ゅ
う
ぞ
う
蔵
の
設
計
で
滝
ノ
岩
橋

と
滝
ノ
小
橋
と
い
う
ア
ー
チ
式
石
橋

が
築
か
れ
ま
し
た
。
竣
工
は
明
治
11
年

で
す
。
ま
た
、
南
陽
市
の
吉
田
橋
（
南

陽
市
指
定
文
化
財
）
は
明
治
13
年
に
宮

内
の
石
工
・
吉よ

し

田だ

善ぜ
ん

之の

助す
け

が
築
い
た

ア
ー
チ
式
石
橋
で
す
。
共
に
土
木
県
令

と
称
さ
れ
た
三み

島し
ま

通み
ち

庸つ
ね

の
近
代
化
政

策
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
橋
で
し
た
。

　

公
園
正
面
に
架
け
ら
れ
た
舞
鶴
橋
は
、
そ

う
し
た
先
進
技
術
に
刺
激
を
受
け
、
ア
ー
チ

式
石
橋
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
橋
の
長
さ
は
５
ｍ
・
幅
７
ｍ
、
幅
が
広

い
の
が
特
色
で
す
。
平
成
10
年
に
は
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

石
灯
篭
に
は
秦は

た　

逸い
つ

三ぞ
う

の
名
前
が

　　

舞
鶴
橋
の
東
側
左
右
に
は
、
大
き
な
石
灯

篭
が
建
っ
て
い
ま
す
。
大
正
13
年
に
献
灯
さ

れ
た
も
の
で
、
台
座
に
は
金
百
円
を
奉
納
し

た
42
人
と
鋳
工
・
石
工
の
名
が
刻
ま
れ
た
プ

レ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
奉
納
者
に
は
市
内
外

の
有
力
者
が
連
な
り
ま
す
が
、そ
の
中
に「
人

造
絹
糸
会
社
米
沢
工
場
代
表　
秦
逸
三
」
の

名
が
見
ら
れ
ま
す
。
帝
国
人
絹
（
現
在
の
帝

人
株
式
会
社
）
の
発
祥
が
、
米
沢
で
あ
る
こ

と
を
示
す
灯
篭
で
も
あ
り
ま
す
。

　

石
灯
篭
の
石
工
は
、
米
沢
の
勝か

つ

見み

弥や

太た

郎ろ
う

と
山
形
の
松ま

つ

田だ

駒こ
ま

蔵ぞ
う

で
し
た
。
ま
た
、
同
時

に
松
岬
神
社
に
青
銅
製
の
灯
篭
が
献
灯
さ

れ
、
こ
れ
は
市
内
銅
屋
町
の
鈴す

ず

木き

清せ
い

兵べ

衛え

が

担
当
し
ま
し
た
。
青
銅
製
灯
篭
は
、
戦
時
中

の
金
属
供
出
の
た
め
、
昭
和
18
年
に
お
寺
の

梵ぼ
ん
し
ょ
う
鐘
な
ど
と
共

に
供
出
さ
れ
、

今
で
は
写
真
で

し
か
確
認
で
き

ま
せ
ん
。

幼

　　　　　　　　　　　　　真心を込めて、全国へ　
米沢の花卉（かき）栽培で主力を占めるアルストロメリア。出荷最盛期を迎えている木村さん
（窪田町藤泉）を訪ねました。「日照時間が長くなる今の時期は、花の色付きも良くて日持ち
する切り花に仕上がります」とのこと。大切に育てられた花は、全国に向けて出荷されます。
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